
中学生向け数学 中学校 学年 氏名 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：よく出る、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

３０６ｇ００６０３２１面積 難易度３ 東京都２００６年問題 

★★ａを０より大きく１８０より小さい数、ｃ、ｄ、ｎ、ｍを 

正の数、ｃ＞ｄとする。右の図で影部分の図形は、半径が 

ｃｃｍ、中心角が∠ＡＯＢ＝ａ°のおうぎ形ＯＡＢに、 

半径がｄｃｍ、中心角が∠ＣＯＤ＝ａ°の 

 おうぎ形ＯＣＤを、点Ｃ、点Ｄがそれぞれ 

半径ＯＡ，半径ＯＢ上にあるようにつくり、 

おうぎ形ＯＡＢからおうぎ形ＯＣＤを 

除いた残りの図形を表している。 

影部分の図形の面積をＱｃｍ２とする。 

ＣＡ＝ｒｃｍ、弧ＣＤ＝ｎｃｍ、弧ＡＢ＝ｍｃｍ 

とするとき、 

となることを確かめよ。 

 

 

 

（２年生には難しすぎるかもしれません。できなくても良いです。影部分の 

面積の求め方のみを書いてください。） 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝おうぎ形の面積および弧の長さの求め方 

少しややこしいかもしれません 
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ａ
おうぎ形ＯＡＢの面積＝πｃ

３６０

ａ
おうぎ形ＯＣＤの面積＝πｄ

３６０

ａ ａ
影の部分の面積＝πｃ －πｄ

３６０ ３６０

２年生はここまででも良い。

ａ ａ
　＝π （ｃ－ｄ）＝π （ｃ－ｄ）（ｃ＋ｄ）

３６０ ３６０

　ｃ－ｄ＝ｒだから

ａ
　＝π （ｃ＋ｄ）ｒ

３６０

ａ ａ
　＝（ｃπ ＋ｄπ ）ｒ　・・・・①　　　

３６０ ３６０

ａ
　弧ＡＢ＝ｍ＝２ｃπ で

３６０

ａ
　弧ＣＤ＝ｎ＝２ｄπ であるから

３６０

　①の式
１

は＝（ｍ＋ｎ）ｒ　　　となる。　　証明終わり
２


